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２００８年９月期　決算説明会

２００８年１２月２日
代表取締役社長　廣谷　彰彦

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498
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本資料および本説明会の説明には、当社（連結子会社を含む）の見通し、目標、

計画、戦略などの記述が含まれております。これらの記述は、当社が現在入手し

ている情報に基づく判断や仮定に基づいており、将来における当社の実際の業績

または展開と異なる可能性があります。
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プレゼンテーション・アウトライン

Ⅰ：２００８年９月期　業績ハイライト

Ⅱ：２００９年９月期の業績目標

Ⅲ：さらなる経営強化に向けて
　１．事業領域拡大の方向性

　２．利益体質の強化　

　３．オリエンタルコンサルタンツＧＣ事業本部設立

　４．国内公共分野の強化

　５．シナジー発揮による民間分野の拡大・強化

　６．国内公共/民間/国際分野の3本軸体制へ

Ⅳ：質疑応答

２００８年９月期　業績ハイライト
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2008年９月期　業績ハイライト（売上高、受注高）

◇売上高は、計画以上に順調に拡大

前期
‘07/09期
前期

‘07/09期

売上高売上高

増減
対前期比

増減
対前期比

受注高受注高

２２，７６３２２，７６３

２２，８３４２２，８３４

２６，３８０２６，３８０

２３，８０４２３，８０４

＋１６％＋１６％

＋４％＋４％

（単位：百万円）

当期
‘08/09期
当期

‘08/09期
7月31日
修正予想値

7月31日
修正予想値

２５，１００２５，１００

ーー

6

2008年９月期　業績ハイライト（利益）

営業利益・経常利益共に減益
◇ワールドの赤字決算
　⇒営業利益▲１１１百万円、減損損失７０百万円の特別損失
　⇒ワールドとオリエスセンターの合併により経営の効率化を　
　 行う予定

◇道路特定財源問題に伴う発注の遅れ
　⇒生産稼働率の悪化・原価率の上昇
◇本社移転に係わる特別損益

前期
‘07/09期
前期

‘07/09期

営業利益営業利益

増減
対前期比

増減
対前期比

経常利益経常利益

５８６５８６

６５３６５３

４１８４１８

４４５４４５

▲２９％▲２９％

▲３２％▲３２％

（単位：百万円）

当期
‘08/09期
当期

‘08/09期
7月31日
修正予想値

7月31日
修正予想値

３５０３５０

４３０４３０

当期純利益当期純利益 ３６３６ ５７５７ ＋６０％＋６０％ ２０２０
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注：’05/09期はオリエンタルコンサルタンツ（連結）の実績

当期純利益

◇積極果敢な攻撃経営により売上高は堅調に拡大
◇今後は利益体質の強化が課題

経常利益

２００９年９月期の業績目標
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２００９年９月期の業績目標

◇パシフィックコンサルタンツインターナショナル（ＰＣＩ）からの
コンサルタント事業譲受※により大幅増収

※稼動中のプロジェクト、人材及び過去の実績・ノウハウを譲受

第３期
‘08/09期
第３期

‘08/09期

売上高売上高

増減
対前期比

増減
対前期比

営業利益営業利益

２６，３８０２６，３８０

４１８４１８

３２，０００３２，０００

５２０５２０

＋２１％＋２１％

＋２４％＋２４％

（単位：百万円）

第４期
‘09/09期
第４期

‘09/09期

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

４４５４４５

５７５７

４６０４６０

１６０１６０

＋３％＋３％

＋１７６％＋１７６％

さらなる経営強化に向けて

　１．事業領域拡大の方向性

　２．利益体質の強化　

　３．オリエンタルコンサルタンツＧＣ事業本部設立

　４．国内公共分野の強化

　５．シナジー発揮による民間分野の拡大・強化

　６．国内公共/民間/国際分野の3本軸体制へ
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１．事業領域拡大の方向性

◇２００７年９月期までに、大成基礎設計、アサノ建工が参画　　
⇒民間分野の拡大

◇２００８年９月期に、オリエンタルコンサルタンツＧＣ事業本部
を設立⇒国際分野の大飛躍

２００６年９月期末 ２００７年９月期末 ２００９年９月期末

国際分野の大飛躍民間分野の拡大国内公共分野に強み

12

国内公共/民間/国際分野の売上高割合

◇事業譲受により国際分野の飛躍
◇２０１１年を目途に「国内公共」に対する「民間＋国際」の売上
高割合を１：１にするという目標が、第４期中に射程圏内

第４期（２００９年９月期）
※概算予想

第３期割合（２００８年９月期）

民間
国際国内公共

国内公共
国際

民間
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２．利益体質の強化

◇今後、利益率の向上による強固な経営体制へ
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注：’05/09期はオリエンタルコンサルタンツ（連結）の実績

当期純利益

経常利益

14

３．オリエンタルコンサルタンツ　ＧＣ事業本部を設立

◇オリエンタルコンサルタンツは、２００８年８月、ＰＣＩ　
から海外コンサルタント事業を譲受

⇒従前の国際事業部を発展させ、ＧＣ事業本部を設立
ＧとＣにはさまざまな想いを込める

　Ｇ：Global, General, Green　等

　Ｃ：Consultant, Creative, Competitive　等

　Ｇ：Global, General, Green　等

　Ｃ：Consultant, Creative, Competitive　等
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全世界に及ぶ４，０００以上の実績

◇オリエンタルコンサルタンツＧＣ事業本部は、40年間・
140カ国にわたり、約4,200件のプロジェクト実績

◇現在９箇所の在外事務所を拠点に幅広い分野のプロ
ジェクトを展開

事務所所在地
プロジェクト実施国

16

アジアを初めに、さらに拡大へ

◇アジアを中心に世界各国で実績
　⇒受注対象国・地域が広域にわたるため、ある国・地
域での受注が減少したときのリスクが減少

２００８年９月期地域別受注金額

東南アジア

南西アジア

東アジア・オセアニア・その他

中近東・北アフリカ

アフリカ

中南米
ＣＩＳ ヨーロッパ



9

17

ＯＤＡをベースにＮｏｎ-ＯＤＡも拡大・強化

◇オリエンタルコンサルタ
ンツＧＣ事業本部をコアと
して、国際分野を拡大・強
化

◇拡大傾向にある海外コン
サルティング業務（右図
参照）の受注拡大へ

◇わが国ＯＤＡをベースに、
世界中のＯＤＡ及びＮｏｎ-
ＯＤＡも拡大・強化

本邦ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ企業の
海外ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務等受注実績

０ ２００ ４００ ６００ ８００億円

H19年度

H 18年度

H 17年度

H 16年度

(社)国際建設技術協会調べ

ODA Non-ODA

拡大傾向

０ ２００ ４００ ６００ ８００億円

18

ＡＣＫＧ事業会社各社が国際市場進出へ

◇オリエンタルコンサルタンツＧＣ事業本部の営業チャ
ンネルを活用して各社の国際市場進出を支援

ＧＣ事業本部

地域・都市開発

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

運輸交通

生活 中南米

東アジア南アジア

大洋州

中東

東欧

アフリカ

中央アジア

・各事業会社の国際市場進出支援
・広範な分野における知見・技術の提供

東南アジア

ＧＣ事業本部ＧＣ事業本部

地域・都市開発地域・都市開発

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ

運輸交通運輸交通

生活生活 中南米

東アジア南アジア

大洋州

中東

東欧

アフリカ

中央アジア

・各事業会社の国際市場進出支援
・広範な分野における知見・技術の提供

東南アジア

インフラマネジメント

インフラマネジメント

地盤に関する技術 さく井 上下水道

測量 システム開発 環境ソリューション 間接業務
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プロジェクトマネジメント力

◇国際的ビッグプロジェクトにおけるマネジメント
社会資本整備に関わる政策・施策立案から予算化・事業化、　
設計、積算、入札補助、施工管理、運営、維持管理にいたるま
でプロジェクトの全ての段階でマネジメント

ボスポラス海峡横断鉄道建設事業
建設時の共同企業体のリーダーとしてプロ
ジェクトマネジメントを実施。

インド・デリー鉄道事業
２２０万人／日の乗客に対応できる都市交
通システムの確立。デリー・メトロ鉄道会社
のリードコンサルタント。

20

変化する世界中のニーズに対応できる技術力

◇今世界中で求められている、食糧、エネルギー、地球温暖化
などあらゆるニーズに対応できる技術力
-生活⇒農業・食糧、河川、上下水道、工業用水等
-エネルギー⇒風力・バイオマス等再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ、火力発電
-環境保全対策⇒地球温暖化（ＣＤＭ等）、自然環境、大気汚染、廃棄物等
-地域＆都市開発⇒観光開発、都市計画、建築等
-交通インフラ⇒道路、鉄道、空港、港湾等

▲国家開発ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ（ｶﾀｰﾙ） ▲護岸建設事業護岸建設事業（ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ）

▲農業開発（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）

▲ﾏﾝｸﾞﾛｰﾌﾞ保全（ｵﾏｰﾝ）

▲ﾊﾞｲｵﾏｽ：ＣＤＭ（ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ）▲風力発電（ｴｼﾞﾌﾟﾄ）
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４．国内公共分野の強化

◇ＡＣＫＧ基幹企業であり国内公共事業のリーディン
グカンパニーのオリエンタルコンサルタンツ※は　　　
２００８年８月にＳＣ事業本部を設立

※建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ部門売上高ﾗﾝｷﾝｸﾞ第４位（日経ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ2008.9.12）

◇ＳとＣにはさまざまな想いを込める

◇ＳＣ事業本部をコアとして、ＡＣＫＧ全体で国内公共
分野の拡大・強化

　Ｓ：Sustainability, Social, Solution　等

　Ｃ：Consultant, Creative, Competitive　等

　Ｓ：Sustainability, Social, Solution　等

　Ｃ：Consultant, Creative, Competitive　等

22

ＳＣとＧＣの連携によるあらゆる公共分野の強化

◇ＳＣ事業本部とＧＣ事業本部の技術・知見の共有

⇒今後ニーズの高まる、環境系（地球温暖化、土壌汚
染、自然環境）、空港系、鉄道系、河川・海岸系など
の部門の拡大・強化

◇道路部門については、これまで以上にトップクラス※

の技術力を強化

※道路部門売上高ﾗﾝｷﾝｸﾞ第２位（日経ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ2008.9.12）
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５．シナジーの発揮による民間分野の拡大･強化

◇２００８年９月期民間分野の受注高は前期比約２５％増

◇シナジーの発揮及び事業会社の事業拡大により　　　
２００９年９月期は前期比約８％増

受
注
高
（億
円
）

民間部門受注高
’07/09期

３０

４０

５０

６０

約２５％増

’08/09期 ’09/09期（目標）

約８％増

主にＭ＆Ａ
による増加

シナジー発揮
及び事業会社
の事業拡大に
よる増加

24

民間分野におけるシナジー発揮の事例

◇京浜急行 平和島～大森間立体交差事業
　-オリエスセンターと大成基礎設計が

　 連携・受注

　-事業の施工計画、技術支援

　-さらに、設計業務を受注し対応中

◇廃棄物処理施設事業申請/計画

　-オリエンタルコンサルタンツ、大成基礎設計、オリエスセンター
　が連携・受注

　-さらに別途、設計業務を受注予定

▲平和島・大森間立体交差事業
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６．国内公共/民間/国際分野の３本軸体制へ

◇国内公共/民間/国際
分野の３つを軸とし
た体制へ

◇それぞれが強い企業
を目指し、社会の変
化に対応できる強固
なグループへ

26

■住所：

　東京都渋谷区本町３-１２-１

　住友不動産西新宿ビル６号館（1～8、14階）

■移転日：

　平成２０年１０月１４日

【お知らせ】本社移転について

関東圏内のグループ各社が一つの社屋に集結、フェース・トゥ・
フェースのコミュニケーションを促進
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顧客価値の追求を通じ
『世界の人々の豊かな
暮らしと夢の創造』を目指し、
今の業容にとらわれず
サービス領域無限大へ
チャレンジします！
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グループ会社の変遷と財務諸表への反映

「○カ月」は○か月分の業績が損益計算書に反映されております。
※オリエンタルコンサルタンツは2008年8月にPCIから事業譲受

※
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グループ会社の紹介

ﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ、国土基盤、都市地域、交通、環境、防災、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞなど

地質・土質調査、環境調査・浄化、構造物調査など

さく井工事、地質・土質調査、解体工事、温泉工事など

上下水道、廃棄物、環境、情報に関する調査・計画・設計・維持・運営など

測量、写真測量、GIS、補償コンサルタントなど

システム開発、パッケージソフトウェア販売、ＩＴサービスなど

建設に関する調査・設計・監理、ＣＭ/ＰＭ、交通関連業務など

循環型社会の形成に向けた廃棄物処理、リサイクル、エネルギーなどの環境ソリュー
ションの提供など

間接部門業務支援、ITサポート、人材マネジメント、人材派遣など

32

大成基礎設計　誰でも簡単・安全・迅速に現場で土壌汚染調査
-環境省から高評価-

◇環境省主催の検討会で大成基礎設計の技術「水銀フ
リー･ボルタンメトリー分析計」が選定

◇簡単なボタン操作で、短時間で分析可能

◇独自の技術により有害な水銀を使用しない分析法

◇パソコンの有無に関わらず分析可能

◇鉛、カドミウム、水銀、ヒ素を精度よく分析可能

HOT TOPICS
▲分析計 ▲分析の様子
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◇海外観光客からの新た
な温泉開発のニーズに
対応

◇沖縄県北部の瀬底島、
タイガービーチ、いんぶ
ビーチで温泉開発

◇1,200m以上の掘削

HOT TOPICS

アサノ建工　沖縄の温泉開発　–新たなニーズに対応-

▲いんぶビーチ（沖縄）の温泉開発

34

オリエンタルコンサルタンツ　
自転車を活用したまちづくり-自転車の基幹ネットワークの設定-

◇愛知県豊田市において、
自転車を活用したまちづ
くりを提案

◇自転車の基幹ネットワー
クを設定、約５年で完成

◇国土交通省のモデル２路
線（豊田市停車場線、寺
部御立線）では、詳細の
計画を提案、測量・設計
を実施

HOT TOPICS

▲整備前

▲整備後

自転車通行路
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オリエスシェアードサービス　
「経営幹部、ﾏﾈｰｼﾞｬｰ、人事部向け人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅｰ」開催

◇オリエスシェアードサービ
スは人材、業務ﾌﾟﾛｾｽ全
般のｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞを実施

◇６月２６日「女性が活躍で
きる職場環境作りとは？」
と題してｾﾐﾅｰを開催

◇約６０名が参加

◇同社では同種のｾﾐﾅｰを
第３期に６回開催

▲セミナーの様子

HOT TOPICS

36

吉井システムリサーチ　
楽々速’ｓ開発-民間企業のＪ－ＳＯＸ支援-

◇民間企業の内部統制（Ｊ-
ＳＯＸ）文書整備作業を
支援するツールである　
「楽々速’ｓ」の開発・販売

◇当初ＡＣＫグループから
の受託開発として開発⇒
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ版として改良、５
月から販売

◇低価格、操作性が評価さ
れユーザーを獲得

HOT TOPICS

検索詳しくは　楽々速’ｓ

▲イメージ画面
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オリエンタルコンサルタンツ　
Viet Traffic 2008 Conferenceへ展示-世界へ交通技術をｱﾋﾟｰﾙ-

◇２００８年１０月１５～１６日
ベトナムで開催のViet 
Traffic 2008に出典

◇ﾅﾝﾊﾞﾌﾟﾚｰﾄ読取及び交通
量調査で高評価のＯＣ-i
及びMOVTRAを展示

◇シンガポール、ベトナム、
オーストラリア等の民間
企業が興味

HOT TOPICS

▲展示会の様子

38

タイタイ　　レンチャバン商業港建設事業レンチャバン商業港建設事業

マレーシアマレーシア　　新クアラルンプール国際空港建設事業新クアラルンプール国際空港建設事業

オリエンタルコンサルタンツ　
ＧＣ事業本部　代表的プロジェクト

ラオス・タイ　ラオス・タイ　第２メコン国際橋建設事業

スリランカ　スマトラ沖地震災害復旧・復興事業
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（単位：百万円）

連結損益計算書

売上高売上高

売上原価売上原価

販売費・
一般管理費

販売費・
一般管理費

営業利益営業利益

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

受注高受注高

前期 (’07/09期)前期 (’07/09期)

３，６１７３，６１７

３，０１６３，０１６

７６８７６８

▲１６８▲１６８

▲２０７▲２０７

２１２１

９７０９７０

増減額増減額

２２，７６３２２，７６３

１６，２８１１６，２８１

５，８９４５，８９４

５８６５８６

６５３６５３

３６３６

２２，８３４２２，８３４

(100.0%)(100.0%)

(71.5%)(71.5%)

(25.9%)(25.9%)

(2.6%)(2.6%)

(2.9%)(2.9%)

(0.2%)(0.2%)

----------

２６，３８０２６，３８０ (100.0%)(100.0%)

１９，２９８１９，２９８ (73.2%)(73.2%)

６，６６３６，６６３ (25.2%)(25.2%)

４１８４１８ (1.6%)(1.6%)

４４５４４５ (1.7%)(1.7%)

５７５７ (0.2%)(0.2%)

２３，８０４２３，８０４ ----------

当期 (’08/09期)当期 (’08/09期)
大成基礎設計及び
ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂの
事業譲受の寄与

・ワールドの業績悪化
・道路特定財源
・本社移転費用

40

連結貸借対照表

増減額増減額

固定資産固定資産 ４，５５９４，５５９ (35.2%)(35.2%) ２，１３０２，１３０６，６９０６，６９０ (38.5％)(38.5％)

資産合計資産合計 １２，９６７１２，９６７ (100.0%)(100.0%) ４，４２２４，４２２１７，３８９１７，３８９ (100.0%)(100.0%)

流動負債流動負債 ５，４６５５，４６５ (42.1%)(42.1%) ３，７１３３，７１３９，１７９９，１７９ (52.8%)(52.8%)

負債合計負債合計 ６，７５９６，７５９ (52.1%)(52.1%) ４，４５６４，４５６１１，２１６１１，２１６ (64.5%)(64.5%)

資本金資本金 ５０３５０３ (3.9%)(3.9%) ００５０３５０３ (2.9%)(2.9%)

流動資産流動資産 ８，４０８８，４０８ (64.8%)(64.8%) ２，２９１２，２９１１０，６９９１０，６９９ (61.5％)(61.5％)

利益剰余金利益剰余金 ４，７８２４，７８２ (36.8%)(36.8%) １５１５４，７９８４，７９８ (27.6%)(27.6%)

少数株主持分少数株主持分 ３１１３１１ (2.4%)(2.4%) ９９３２０３２０ (1.8%)(1.8%)

負債・純資産
合計

負債・純資産
合計 １２，９６７１２，９６７ (100.0%)(100.0%) ４，４２２４，４２２１７，３８９１７，３８９ (100.0%)(100.0%)

純資産合計純資産合計 ６，２０８６，２０８ (47.9%)(47.9%) ▲３４▲３４６，１７３６，１７３ (35.5%)(35.5%)

固定負債固定負債 １，２９４１，２９４ (10.0%)(10.0%) ７４２７４２２，０３７２，０３７ (11.7%)(11.7%)

資本剰余金資本剰余金 ７５１７５１ (5.8%)(5.8%) ▲３▲３７４８７４８ (4.3%)(4.3%)

当期 (‘08/09期)当期 (‘08/09期)前期 (‘07/09期)前期 (‘07/09期)（単位：百万円）

事業譲受に伴う完成
業務未収入金、未成
業務支出金、のれん
等の増加

事業譲受に伴う業務
未払金、未成業務受
入金、退職給付引当金

自己株式の取得、
保有有価証券の
時価下落により減少
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（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書

前期
(’07/09期)

前期
(’07/09期)

営業活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー ７１３７１３

投資活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び現金同等物
の期末残高

現金及び現金同等物
の期末残高

▲３１３▲３１３

▲７０４▲７０４

２，１３３２，１３３

▲２６４▲２６４

▲１，５０４▲１，５０４

７４６７４６

１，１０９１，１０９

▲９７８▲９７８

▲１，１９１▲１，１９１

１，４５１１，４５１

▲１，０２３▲１，０２３

増減額増減額
当期

(’08/09期)

当期
(’08/09期)

譲受事業の2か月分の運転
資金によりマイナスに

経常的に発生する固定資産
の取得、事業譲受による支出、
本社移転に伴う支出

事業譲受に伴う借入増加

42

指標関係（連結）

当期
(‘08/09期)
当期

(‘08/09期)
前期

(‘07/09期)
前期

(‘07/09期)

１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）１株当たり当期純利益（ＥＰＳ）

単位単位

自己資本比率自己資本比率

自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）

６．７８６．７８ １０．３３１０．３３（円）（円）

（％）（％）

（％）（％）

４５．５４５．５ ３３．７３３．７

０．６０．６ １．０１．０

株価純資産倍率（ＰＢＲ）株価純資産倍率（ＰＢＲ） （倍）（倍） ０．４４０．４４ ０．２８０．２８

総資産経常利益率（ＲＯＡ）総資産経常利益率（ＲＯＡ） （％）（％） ５．７５．７ ２．９２．９
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〒15１-0071　

　　東京都渋谷区本町3-12-1　住友不動産西新宿ビル6号館

　　※住所が変わりました

　　TEL: 03-6311-6641（代）　FAX: 03-6311-6642

お問い合せ先

本日は弊社決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

本日は弊社決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

　　URL: http://www.ack-g.com
　　　（銘柄略称：ＡＣＫＧ／証券コード：2498）

　　問合せ　統括管理本部　　長尾　千歳

　　　　　　　　e-mail: ir-ackg@ack-g.com

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498


